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この編集後記を執筆しているのは 2018年平昌冬季オリンピック・パラリンピック開
催を間近に控えた時期です．これまで少し盛り上がりに欠けた感がありましたが，ここ
に来てオリンピックの前哨戦での日本人選手の活躍が次々に伝えられるようになり，た
いへん楽しみになってきました．本誌がお手元に届く頃には日本人選手の活躍で日本中
がわき返っていることを期待しています．
さて，本号の「扉」では山田正三先生が，ご専門の間脳下垂体外科の歴史についてご
寄稿されています．興味深く拝読させていただきました．その中で microscopic TSSか
ら内視鏡導入への経緯，新たな技術の習得にあたっての問題点が述べられています．同
様なことは脊髄外科の分野においても起きています．1990年代後半には tube retractor
に内視鏡をセットして腰椎椎間板ヘルニア切除を行うシステム（microendoscopic lum-
bar discectomy：MED）が米国から導入されました．この際は脳神経外科医にとっての
顕微鏡手術の優位性は変わらず，本システムは整形外科の脊椎グループの一部に普及し
たにとどまりました．しかし，2010年代に入ると working channelを持つ 7～8 mmの
内視鏡を用いた経皮的なシステム（percutaneous endoscopic lumbar discectomy：PELD）
が導入され，小皮切・小侵襲であることやアクセスルートの多様性などのメリットから
脳神経外科医にも有用性が認識され，現在，技術の習得をどうするかが問題になってい
ます．
研究論文は 2編掲載されています．中洲庸子先生は最近のがん臨床の目覚ましい進

歩を踏まえ，脳神経外科医が転移性脳腫瘍の臨床にいかに関わっていくべきか，自験例
の分析を基に述べられています．未破裂脳動脈瘤の分野では CFD解析が 1つのトピッ
クスとなっていますが，一般の脳神経外科施設へ普及するには未だ多くの課題がありま
す．堀恵美子先生からは簡便なソフトウェアを用いた解析方法の有用性が紹介されてい
ます．「連載」では山本貴道先生から難治性てんかんに対する発作感知型デバイスを用
いた 2つの新しい治療法，AspireSRおよび RNS Systemについてわかりやすく記述いた
だき，てんかん外科の新たな可能性が示されました．そのほか，本号には興味深い症例
報告も多く掲載されています．
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